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広島県におけるモロコシソウ(LySj伽c伽ＳｊＭｔｊ肌ａＭｉｑ.)の現状とその
保護について

向井誠二I・坪田博美2・中原美保2．関太郎3.豊原源太郎'・出口博則２

MuKA１，s.,TsuBoTA,Ｈ､,NAKAHARA,Ｍ､，SEKI，Ｔ､，ToYoHARA，Ｇ、＆DEGucHI，Ｈ、

1999．HabitatofLy伽αc肋ｓｉＭｃｊα"αMiq．（Primulaceae）inHiroshima
Prefecture,WesternJapan・Hikobial3:31-34．

Lys伽achjasikolciα"αMiq.（Primulaceae）wasreconfirmedtooccurinMiyajima
lsland,HiroshimaPrefbcture,ｗｅsternJapaninl998andl999,anditsnaturalhabi‐ 

tatwasnoted・ThespeciesisrareintheSetolnlanｄＳｅａａｒｅａａｎｄｉｓｋｎｏｗｎｏｎｌｙ

ｆｒｏｍｏｎｅｌocalitynearHiroshima・Ithasbeenlistedasanendangeredspeciesin

HiroshimaPrefecture，althoughitisdistributedinthePacificcoastregionsof 

Japan，westwardfromChibaPrefecturesouthwardｔｏＴａｉｗａｎ・Theplantson

Miyajimalslandweregrowingvigorouslyinanunstablecrowngapsiteinanever‐ 
greenbroad-1eavedfbrest・
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広島県佐伯郡宮島において，過去に報告があるモ

ロコシソウLy伽acAjasjlcok伽ａＭｉｑ､の生育が再確

認され，また，再確認された生育地の付近にこれま

でに知られていなかった生育地も発見されたので報

告する．本種は，広島県版レッドデータブックでは

絶滅危倶種とされている．現状は良好であるが，林

冠ギャップを中心とした不安定な立地に生育してお

り，個体群の動態を明らかにしながら個体群の保護

を行うと同時に，今後も継続調査の必要がある．

本種は瀬戸内海沿岸ではまれで，広島県ではこれ

までに佐伯郡宮島のみから報告がある（加藤1939,

関ほか1975)．広島県版レッドデータブック（広島

県1995)では，絶滅危倶種（endangeredspecies）とし

て扱われている．しかしながら，近年その現状の確

認は行われておらず，調査が待たれていた．また，

宮島は本種の北限に近く，その生育の現状を知るこ

とは植物地理学上重要である．

これまで本種は島内の南西部の海岸近くの林内か

ら報告があり，過去の植生調査資料から確認できる

(鈴木ほか1975a)．しかしながら，1970年代に松枯

れが広がるとともに森林が荒廃し，島内の道が自然

消滅したことから生育地へ接近することが非常に困

難になった．そのため，モロコシソウの生育状況に

ついて現状を知ることが困難となっていた．松枯れ

による植生の大きな変化に加え，1991年９月の台風１９

号による島内全域での森林破壊や，1994年３月の島内

南部での山火事などがあり，個体群の消滅が危棋さ

れていた今回その現状が確認できたので報告する．

、
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はじめに

モロコシソウLOM?zachjasiIcolc伽ａＭｉｑ・は，林内に

生育する多年生草本で，サクラソウ科（Primulaceae）

オカトラノオ属(Lys〃αｃｈｍ）に分類される．日本国

内では関東地方以西の暖地に分布している（Horikawa

l976,佐竹ほか1981,IwatsukietaL1993)．

l739-O500広島県佐伯郡宮島町室浜,広島大学理学部附

属宮島自然植物実験所．

2739-8526広島県東広島市鏡山1-3-1，広島大学理学部

生物科学科．

3738-OO27広島県廿日市市平良山手3-26.

調査地の概要と方法

調査は1998年９月16日，１０月21日，1999年３月４日，
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８月12日，８月17日に，宮島南西部で行われた．過去

に報告がある生育地での再確認を行った．モロコシ

ソウの個体群の状態と，生育地の環境を把握するた

め，モロコシソウの生育地と周辺の植生について植

物社会学的手法を用いて記録を行った．モロコシソ

ウについては，繁殖の状況を知るため花・果実の有

無，さらにニホンジカの食害からの影響を知るため，

食害の有無もあわせて記録した．また，生育が再確

認され，個体群が縮小していた規模の小さな1地点で

は，入射光を遮るような枝や蔓，大型草本の除去を

行った．

産のものは高さ20-40（-50）ｃｍでやや小型であり，

葉がやや幅の広い卵形であった．このように植物が

本島側と比較して小型化することは島蝋である宮島

では広く知られた現象である．しかしながら，本種

の分布の北限に近いことも考慮する必要があろう．

今回生育が確認された宮島南西部では，1998年10月

および1999年８月に黄色の下向きの花の開花が見ら

れ，同時に未成熟な果実も確認できた（Fig.1)．ま

た，1999年３月上旬には果実は球形で長い花柄の先に

つき，成熟とともに灰白色に変わり，二裂してその

黒い種子を散布していた．花柄は2.5-4ｃｍで，果実

が灰白色となる形質など他の形質は，佐竹ほか

(1981）およびIwatsukietaL（1993)の記載と一致し

た．
結果および考察

今回の調査により，過去に報告のあった広島県佐

伯郡宮島町宮島南西部の１地点で生育が再確認され

た．また調査時に新たに２地点で生育が確認された

いずれの生育地も林間ギャップあるいはそれに類似

した環境であった．そのうち１地点はウツギやカギ

カズラなどが生育する谷の約１０㎡ほどのせまい範

囲であった．一方，他の2地点はそれよりも規模の大

きなもので，－か所は常緑樹林に囲まれたスギ林が

枯れた谷筋一帯，もう一か所は海岸に近い谷筋のク

スノキが優占する常緑樹林内の林冠ギャップであっ

た．モロコシソウは，ハスノハカズラやホソバカナ

ワラビ，サカキカズラに混在して生育していたま

た，いずれの生育地も谷の上部から吹き降りる風道

であった．

茎は開花する時期には直立していたが，花期後の

観察では，果実が成熟する時期に倒臥する傾向がう

かがわれた．また，全体にやや紫色を帯びていた．

佐竹ほか（1981）およびIwatsukietaL（1993）の記

載では30-80ｃｍという草丈が示されているが，宮島
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植生資料：1999年８月17日調査者坪田・中原・向井・

豊原

ｉ）モロコシソウ生育地のギャップの植生斜面下部

から谷底部．方位N30E，傾斜５°

(亜高木層５，，２０％）ミミズバイＬ１カエデドコロ＋

クマノミズキ1.1シロダモ1.1（低木層２，，３０％）シ

ロダモ2.2クマノミズキ2.2ハスノハカズラ2.2（草本

層６０ｃｍ,８５％）シロダモ2.2ハスノハカズラ3.3モロ

コシソウ2.2（開花および結実,食害無し）ホソバカナ

ワラビ4.4サカキカズラ2.2トサムラサキ＋シキミ＋

ヒサカキ＋テイカカズラ＋ダンドポロギク＋ツル

ニガクサ＋,２ナンゴクウラシマソウ＋ジャケツイバ

ラ芽生え＋､２カンザブロウノキ1.1ホウロクイチゴ

＋ユオオバチドメ＋

ｉｉ）モロコシソウ生育地周辺の植生斜面下部．方

位MOE，傾斜２０。

(高木層２２，，６０％）クスノキ4.4（胸高直径１ｍ）

(亜高木層１２，，７０％）ヤブツバキ3.3サカキ3.3ジヤ

ケツイバラ１１イヌガシ1.1（低木層３，，２５％）シキ

ミ２．２クマノミズキ1.1ヤブツバキ1.1サカキ1.1（草本

層３０ｃｍ,５％）シキミ１．２シロダモ1.2ホソバカナワ

ラビ1.2ビナンカズラ＋２
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佐竹ほか(1981)のモロコシソウに関する記載の中

で，林中に生育するとの記述があるが，現地は林内

でありながらも，やや光の差しこむ林冠ギャップに

なった場所であった1998年10月，入射光を遮る枯

れ枝や蔓を除去して明るい環境にした地点では，お

よそ1年後の1999年８月に生育状況の変化を確認した

ところ，モロコシソウは以前に比べて旺盛に繁茂し，

直径３ｍくらいの円形の群落を形成し，開花も良好

であった（Fig.２)．これから判断すると，適当な入

鱒

Fig.１．Ｌ〕2simac肋sjkokm"αwithflowersandfruitsinthe

studysite(August17,1999）onMiyajimalsland． 
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射光と大型の草本の除去などが，モロコシソウの個

体群の維持に必要と思われる．また，他の生育地の

植生調査でも，モロコシソウの生育地では陽生植物

の出現頻度が高いことがわかる．モロコシソウの生

育する植生は，植生資料から判断して鈴木ほか

(1975b）のクスノキ群落と考えられる．さらに，そ

の二次林化したクマノミズキ群落にもわずかに分布

しているようである．

宮島は古くから信仰の対象であり，比較的人の手

が加わらないままで自然が保護されてきた．しかし，

1970年代のアカマツ林のマツ枯れ病による一斉枯死

など植生の変化が起こっており（Ａｎｄｏ＆Sekil981)，

それに伴う環境変化によってコケセンポンギク

(L(Jge"qPAom〃"αmACunn.）など絶滅が危倶され

ているものがある（広島県19951また，広島県に生

育するとして報告された種の中には，宮島のみで知

られる種も多くある（関ほか1975,広島大学理学部

附属宮島自然植物実験所・比婆科学教育振興会1997）

また，宮島においては，ニホンジカがフロラや植

生，植物の形態に大きな影響を与えている（Okuda

l987)．モロコシソウも，その個体群の更新にニホン

ジカが影響を与える可能性が考えられる．生育地で

は，調査毎にニホンジカの糞と姿を確認した．しか

しながら，モロコシソウに対するニホンジカの食害

は調査期間中認めることができなかった．

モロコシソウは乾燥すると芳香を放つため，沖縄

ではかって着物の香料として快に入れて利用された

ようである．モロコシソウの芳香物質については未

見であるが，おそらく植物に広く含まれるクマリン

であると考えられる．クマリンはほ乳類に対して毒

性を持っており，シカの食害から防いでいるのでは

なかろうか．また他感作用物質としても知られ，種

子発芽抑制などの働きを持つ．このため，モロコシ

ソウの生育する環境において，競争関係にある他の

植物の発芽を抑制する働きをもつことも考えられる

これらのことから考えても，モロコシソウの場合は，

現時点ではシカの食害による大きな影響を受けてい

ないと考えられる．しかしながら，今後も継続的な

観察と食害に対して適切な処置がなされることが必

要である．

今回確認された本種の生育地は，島蝋であるが故

に陸上から近づくことが困難であり，人為的撹乱も

ほとんどない場所である．また，過去の記録と照ら

し合わせても生育地はほとんど変化がなく，生育地

が破壊ざれ個体数が減少しているとは考えられない

従って，モロコシソウの生育状況は安定しており，

すぐに絶滅が危`倶される状態ではないと考えられる．

しかし，本種は林冠ギャップを中心とした自然撹乱

の起こっている非常に不安定な環境に生育すること

から，今後も継続調査を行う必要がある．また，今

回確認された場所は本種の北限に近く植物地理学上

重要であるさらに，宮島の個体群については，周

囲に同種の個体群がないこと，形態が多少倭小化し

ていることなどから特異なものであった．その保護

のためにも，継続した調査を続け個体群の動態を明

らかにすると同時に，アロザイム多型などを用いて

集団の多様性を明らかにすることが望まれる．
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